
二
〇
一
八
年
度 

道
教
組
女
性
部
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
！ 

 

今年度の運動方針と合言葉 

♪ 

第
一
号 

二
〇
一
八
年 

五
月
発
行 

道
教
組
女
性
部
（
文
責
：
山
本
佳
奈
子
） 

 

♪ ♬♪ ♫♪ ♬♪ ♫♪ ♬♪ ♫♪ ♬♪ ♫♪ ♬ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

五
月
十
二
日
（
土
）、
札
幌
市
北
海
道
労
働

セ
ン
タ
ー
に
て
，
女
性
部
総
会
を
行
い
ま
し

た
。
六
つ
の
単
組
よ
り
参
加
が
あ
り
、
昨
年
度

の
取
り
組
み
と
今
年
度
の
活
動
計
画
，
各
単
組

の
組
合
員
の
状
況
，
学
校
の
様
子
に
つ
い
て
交

流
し
ま
し
た
。
参
加
頂
い
た
だ
い
た
皆
様
、
ご

多
用
の
中
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
☆ 

一
．
昨
年
度
の
取
り
組
み
よ
り 

①
各
種
会
議
・
交
流
会
よ
り 

・
東
北
・
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
に
は
，
桧
山

(

遠
藤)

・
宗
谷(

部
長)

か
ら
二
名
参
加
。
遠

藤
先
生
が
講
師
と
し
て
「
も
の
づ
く
り
分
科

会
」
を
運
営
。 

・
全
道
教
職
員
交
流
会
に
は
、
六
名
参
加
。
高

教
組
や
養
護
教
諭
の
先
生
方
と
学
び
、
交
流

し
た
。
札
幌
学
院
大
学
大
澤
先
生
と
北
海
道

大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
院
「
子
ど
も
の
生

活
実
態
調
査
」
研
究
班
に
よ
る
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
と
そ
の
分
析
に
よ
る
，
今
最
も
リ
ア
ル

な
子
ど
も
た
ち
の
生
活
と
貧
困
の
実
情
に 

 

つ
い
て
の
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。
今
年
も
，

も
の
作
り
分
科
会
を
担
当
し
「
布
ガ
ム
テ
バ

ッ
グ
」
の
制
作
に
挑
戦
。
テ
ー
プ
と
格
闘
し

つ
つ
，
お
し
ゃ
べ
り
も
た
く
さ
ん
で
き
て
あ

っ
と
言
う
間
の
二
時
間
。 

・
滋
賀
県
で
行
わ
れ
た
「
全
国
女
性
教
職
員
交

流
会
」
に
宗
谷(

部
長
・
島
田)

か
ら
二
名
参

加
。「
子
ど
も
の
気
持
ち
に
寄
り
添
っ
て
～

豊
か
な
発
達
が
保
障
さ
れ
る
教
育
と
は
？
」

中
部
学
院
大
学
：
別
府
悦
子
先
生
の
特
別
支

援
教
育
に
歴
史
の
あ
る
地
域
由
縁
の
記
念

講
演
で
実
践
に
学
ぶ
。
分
科
会
は
，
医
師
に

よ
る
女
性
の
体
，
実
体
験
を
も
と
に
し
た
ジ

ェ
ン
ダ
ー
学
で
学
ぶ
。 

・
東
京
で
行
わ
れ
た
全
国
女
性
部
委
員
会
に
宗

谷(

沼
田)

，
総
会
は
宗
谷(

部
長)

が
参
加
。

日
本
全
国
の
女
性
教
職
員
の
皆
さ
ん
と
情

報
交
流
を
し
、
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。 

②
二
〇
一
七
女
性
の
健
康
と
生
活
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
よ
り 

・
釧
路
と
宗
谷
で
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
た
。 

 

て
い
る
女
性
教
職
員
が
多
い
。 

・
多
忙
の
要
因
と
し
て
最
も
多
い
回
答
は
「
報

告
・
提
出
物
」
目
の
前
の
子
ど
も
た
ち
の
た

め
で
な
い
業
務
へ
の
負
担
感
は
時
間
的
・
精

神
的
に
も
倍
増
。
最
大
の
解
決
策
は
定
数

増
，
現
場
に
欠
員
が
生
じ
て
い
る
行
政
対
応

へ
の
改
善
要
望
は
必
須 

・
セ
ク
ハ
ラ
、
パ
ワ
ハ
ラ
も
回
答
あ
り
。
職
場

の
人
間
関
係
に
悩
む
人
が
増
え
て
い
る
。 

・
自
由
記
述
に
は
各
種
休
暇
の
拡
大
や
改
善
を 

望
む
声
、
健
康
面
で
の
不
安
や
ス
ト
レ
ス
に

つ
い
て
嘆
く
声
な
ど
多
数
あ
が
っ
て
い
る
。 

本
部
へ
実
態
を
報
告
。
道
教
委
交
渉
等
の
資

料
活
用
依
頼
。 

二
．
今
年
度
の
運
動
方
針
と
取
り
組
み 

①
運
動
方
針 

・
三
つ
の
運
動
方
針
と
合
言
葉
を
を
確
認
（
下

部
に
掲
載
） 

②
各
種
交
流
会
と
会
議
の
計
画 

・
日
程
、
場
所
、
参
加
期
待
数
な
ど
を
紹
介
（
二

ペ
ー
ジ
目
参
照
） 

③
要
求
書
に
つ
い
て 

・
ア
ン
ケ
ー
ト
を
受
け
て
、
原
案
を
討
議
。 

・
常
任
委
員
会
で
完
成
→
本
部
と
道
教
委
へ
。 

①全道の組合員の結びつきを深め、女性教職員の生活と権利を守り、健康でいき

いき働き続けるための要求実現に取り組む。 

②憲法改悪を阻止し、平和と民主主義を守るための各種活動に積極的に参加し、

行動する。 

③全道・全国の多くの女性労働者と連帯し、女性の地位向上のための運動に取り

組む。 

☆合言葉 

「集まれば元気・語り合えば勇気・仲間が増えれば力・しなやかに、したたかに」 

不安なことも多いけれど… 

女性部総会に先立ち、道教組執行副委員長

の新保先生より「外国語等の導入による時数

増…子どもたちへの影響は？」との話題提起

がありました。私たちの余裕の無さは子ども

たちを息苦しくさせます。教員不足とともに，

みなさんと共に改善要求を進めましょう。 



<２０１８年度活動計画> 

□ 8 月 18 日（日）北海道・東北ブロック交流会 （宮城県）・・・１名  

 □ 10 月６日（土）～７日（日）第２８回全国女性教職員交流会（北九州）・・・2 名  

※６月一杯募集 希望者は各単組女性部長又は同教組本部へ 

□ Ｈ３１年 1月１３日（日）第 44 回女性部委員会（東京）・・・1名 

□ Ｈ３１年 4 月中旬 第 29 回女性部総会（東京）・・・1名 

□ ５月１２日（土）道教組女性部総会（札幌）…１名 

□ ９月１日（土）？北海道女性教職員学習会（札幌）…１名 

□ ９月８日(土)道教組中央委員会（札幌）…１名 

□ ３月９,１０日（土日）道教組定期大会…１名 

 

女性教職員健康・生活・育児に関するアンケートについて 

 ★今年度も「道教組女性部アンケート」を実施し，女性教職員の勤務実態や悩みについてまと 

めます。全国の集まりの場で交流し，全教・高教組と連携して，声を届ける活動に役立てま 

す。お手元に届きましたら，ご協力をお願いします。記入後は，各単組の女性部へお届けく 

ださい。 

各単組女性部長/代表です！ 今年度もよろしくお願いします… 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●部長…山本佳奈子（宗谷） ●副部長…山口政世（釧路） 

●常任委員…吉田圭子（札幌）高橋清子（胆振）市来成子（桧山） 

<次年度以降の部長ローテーション> 宗谷２年⇒釧路２年⇒檜山 2 年 ※宗谷２年目 

※任期：５月総会後から 2 年間。次年度の総会の準備をして引き継ぐ。人数が少ない単組はローテーションには入れないが、今後経

過を見て毎年ローテーション等を確認する。 

宗谷教組(道教組女性部部長)山本：普段会えない人，行かない

場所に行き，勉強させて頂くチャンスに恵まれました。宗谷は

沢山の仲間がいるので，がんばれますが，忙しさに溺れそうな

毎日です。 

釧路教組 山口先生：道教組アンケート+独自の項目も付足し

て，組合員の思いを集約する活動を続けています。学習会など，

顔を合わせる活動も大切にしています。 

札幌市/石狩教組 吉田先生： 

人数は多くないですが，他の

単組や道外から来られた先生方

の受け皿として役割の大切さも

感じています。 

空知教組 板宮先生：能條先生が女性部長ですが，今日は代理

出席です。おなじみのメンバーで，のんびり活動しています。 

胆振教組 髙橋先生：教科サーク

ルや常任委員会などで顔を合わせ

る時に，たくさんおしゃべりをし

ています。市街地以外の先生方と

つながれるようにしていきたい！ 

渡島教組 山本先生：町内の中学校から道立学校への移動で，

全く違う環境に驚きです。もの作り活動などを利用して，リフ

レッシュできるよう，進めています。 


